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新製品 ・新技術の 紹介

帆装商船　
一帆装置 とそ の 自動制御

一

　　　　　　　　　　　　　　　 日本鋼管株式会祉

　日本鋼管 （株），は ，財団法人．．E．日本舶用機器開発協会の

委託に よ り， 昭和 53 年 か ら風洞実験 ， 水槽実験 ，実験

船
“
だ い お う

”
に よ る洋上実験を行 い，帆り形状 とその

姓能，燦 帆磯 械化 ど自靴 ；帆 装船 の 復原性 と保雛

な ど， 帆装商船 の研 究開発を 行 っ て きた 。 こ れ らの 成果

を基に ， 同協会の指導に よ 弘　1株）愛徳殿を 船主 とし，

za＊
’“
fmuを 当社が漣 造を 鮒 造船所が担当じて 関連 メ

ーカの 協力 に よ り， 昨年   9月・上 旬， 帆装油槽船
“
新愛

徳丸
”

が竣工 し だゼ こ ご に
“
新愛徳丸

”
の 帆装商船 と し

て の 特徴的事項 に つ い て 紹介する。

　基本計画　　　　　　　　　　　　　
t／t

　本船で は，帆を補助推進装置 と して利用する機主帆従

方式毒拏用隔 帆瞬 よ る省 モ ネ ル ギ効果畩・主機常用出

力の IO％ を 目標 と して い る 。 ．、　 ・　　 　 ．「
』1

．船体鱒 原幽 こ ？シ
・て 眺 馳 プサ イ ド・

パ ア み ト タ

ン グ を 設 け て 復原性 を 確保 し ， 特 に 動的復原性 に
》
？い て

妹，、客船なみ   安傘性を確保．して い る。．保針性，操縦性

匹？ い て は ，マ ス ト装備位置に つ V て 検討 し・まt 舵面

積を 在来船 の L5 倍 と して い る。また 船尾 楼上 の 甲板室

層数を 在来型 よ り一層少 な い 2層 と し ， 船橋 か らの 見通

しを 確保 しつ つ
， 帆下端 の 上甲板上か らの 高さを で き る

だ け低 くな る よ うに して い る。

　主要目等

　　主 要寸法　長 さ （垂線 間）66．0．ln．

　　　、．、，、幅
1
・（型）

：
，．10博聖 、

／／．．

　　　　　　　深 寄、〈畢）　 ．　5・2・m 　　．

　　　　　　　喫本 （型）　　 4 ・4np （近海殖路）．

　　総 ト ン数 　 699t 、、　 　 　 　 　 、

　　載貨重量　　1
，
400t 　（近海航路）， ．

　　主機関　　ディ，尸 ゼ 舵午 γ ジン 1
，600・PS × 250

　 　 　 　 　 　 　 「pm

　　帆肇揖　　矩形層流型硬帆　2，組

　　　　　　　帆面積 （合計）　 194m2

　　　　　　　展帆時最大風速　20　mt ，秒 ．

．、，淳力
■
．．．．．満載航海速力 （機走時＞ 12 ノ ッ ト

　　乗組員　　10名 （試験要員 2名 を含 む ）．

　 帆装置 の 概要　　　　　　　 ・t・．

　 ，？t　｛，の 帆毒も高さll2 厂
ユ5郷 幅 i8 皿 で ， 図．1 に 示す よ

うに 中央固定部．．C一鋼製）・ゴ
・左右展縮部 （鋼製枠， キ ャ ソ バ

ス
， 鋼製端部）か らな る 。 操帆 は 完全に 機械化 されて お

り，油圧 シ リttソ ダに よ り肌 の 展縮が 行 な；わ れ ， また
， 帆

柱下端 め タ 円γ デ ご ブ ル に よ ヴ帆 の 旋回 が行な わ れ る6
”
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　自勵制御　　　．「　 t

／
t ・ ’

・　
』’・

’ ・
．
　 ．1 ・

…・．
；
1．1

　自動制御に は 帆装置 の 制御 と主機出力制御 が ある 。 1 帆

装置制御 は 図 2 に 示 す よ う，？C ，適帆 制御 ， 縮帆状態時の

向風制御 お よび 自動縮帆制御 が 風 向， 風速 お よび 帆 の方

位角を自動計測 して 行 なわ れ る 。 主機欄御は ， 帆 に よる

馬 力利得 分 主機 出力を滅 らじ，で きる、限 り船速が 一

定 と

な る よ うに
， 船速

一
定制御が行 な わ れ

・
る 。

1 「∴ い

　本船 に 採用 し た 層流型硬帆 は s， 進行屶
．
向の 左右舷約

25 度以外 の すべ て の 風 向の 風を 利用 歪き；5 最適風向か

ら風速 1’5m ／E
一
秒 の 風を受け た場合

・600：
「
馬力 以 上 の 利 得

が あ り， 就航 々 路年 間平均 で 主機常用出力の 10％ 程度

の 省エ ネ ル ギ効果が あ る と計算 さ・れて お 努 実航海時 の

計測 デ ータ で も良効な効果が 確認され で い る。
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